モネ　ユトリロ　佐伯と日仏絵画の巨匠たち
ホテルオークラ東京　アスコットホール　Aug.7〜Sept.1,2013
「秘蔵の名品アートコレクション展」の見どころは、普段、お目にかかる機会が少ない企業・団体・個人が所有する美術品を鑑賞できることである。
第19回目となる今回の展覧会は、19世紀後半から20世紀前半にかけて、芸術の都「パリ」で活躍した日仏の印象派の画家たちの、街と近郊の村々の風景を題材にした新しい光と色彩で表現した名作品が展示されている。
この時期に、世界各地から集まった多くの画家たちは、「エコール・ド・パリ」」と呼ばれる個性的な芸術を開花させたが、その中に「藤田嗣治」「佐伯祐三」らの日本人画家もフランスの美しい街や村を描いていることが注目される。
展示作品は、モネ：＜睡蓮＞、モディリアーニ：＜若い女の胸像＞、ピサロ：＜ポントワーズの橋＞などに、藤田嗣治：＜二人の裸婦＞、佐伯祐三：＜リュクサンブール公園＞などで、色彩豊かな作品を鑑賞できる格好の機会である。
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